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「ふるさと納税」
徳之島町はますます

で、

元気です。

【表紙写真】「徳高生に yell プロジェクト」での熱気球内部体験

特
集
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令
和
４
年
度
、
徳
之
島
町
ふ

る
さ
と
納
税
に
は
寄
附
件
数

３
万
９
２
６
６
件
、
寄
附
額

４
億
２
０
２
１
万
２
９
９
１

円
の
あ
た
た
か
い
ご
寄
附
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
町
民
の
皆

様
の
ご
協
力
も
あ
り
、
お
か
げ
さ
ま
で

寄
附
件
数
は
過
去
最
多
と
な
り
ま
し
た
。

郷
土
出
身
の
皆
様
や
、
徳
之
島
町
を
想
っ
て
下
さ
る
皆
様
の

応
援
に
よ
り
、ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し
た
事
業
も
36
事
業
（
ふ

る
さ
と
納
税
活
用
額
１
億
５
１
０
１
万
３
０
０
０
円
）
を
実
施

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

徳
之
島
町
は
、
全
国
の
皆
様
を
笑
顔

に
で
き
る
よ
う
な
ふ
る
さ
と
納
税
を

目
指
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
り
ま

す
。
今
後
と
も
、
皆
様
か
ら
の
応
援
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
徳
之
島
高
校
の
卒
業
生
に
エ
ー
ル
を
送
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

実
施
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
３
年
間
を
過
ご
し
た
高
校
生
。

イ
ベ
ン
ト
で
は
素
敵
な
笑
顔
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

■
徳
之
島
は
子
宝
の
島
。
令
和
４
年
度
は
92
名
の
出
生
児
へ
祝

金
を
贈
呈
し
ま
し
た
。
ご
出
産
、お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

■
徳
之
島
で
は
と
て
も
貴
重
な
、
プ
ロ
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
公
演

を
徳
之
島
の
小
学
生
が
鑑
賞
し
ま
し
た
。
劇
団
四
季
の
皆
様
、

お
帰
り
な
さ
い
！

１

２

あ
た
た
か
い
応
援
を
、
お
ぼ
ら
だ
れ
ん
。

（
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。）

徳之島町
アマミノクロウサギ
ふるさと納税

ガンバリマス！

「
ふ
る
さ
と
納
税
」で
、

徳
之
島
町
は
ま
す
ま
す

元
気
で
す
。

１２３

特集

【このほか 27 のふるさと納税活用事業を実施いたしました。	 他の活用事業は町公式ウェブサイト ｢ふるさと納税」ペー ジをご覧ください。】 
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■
環
境
に
配
慮
し
た
農
業
を
推
進
す
る
た
め
に
、
堆
肥
用
の
ペ

レ
ッ
ト
機
械
を
導
入
し
ま
し
た
。

■
幼
稚
園
に
給
食
を
配
送
す
る
配
送
車
を
導
入
し
ま
し
た
。
子

ど
も
達
に
お
い
し
い
給
食
を
届
け
て
い
ま
す
。

■
花
徳
地
区
の
里
久
浜
に
、
新
し
く
ト
イ
レ
・
シ
ャ
ワ
ー
施
設

を
整
備
し
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
町
民
や
観
光
客
の
皆
様
に

ご
利
用
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

■
島
の
子
ど
も
達
の
「
夢
」
を
広
げ
る
た
め
、
関
東
・
関
西
の

企
業
を
訪
問
す
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
実
施
し
ま
し
た
。

ご
協
力
い
た
だ
い
た
企
業
の
皆
様
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

■
世
界
で
も
徳
之
島
と
奄
美
大
島

に
し
か
い
な
い
「
ア
マ
ミ
ノ
ク

ロ
ウ
サ
ギ
」。
同
じ
島
に
暮
ら

す
希
少
動
物
を
交
通
事
故
か

ら
守
る
た
め
、
道
路
へ
減
速

帯
を
舗
装
し
ま
し
た
。

徳之島町役場企画課
ふるさと思いやり応援推進係

TEL 0997-82-1113

ふるさと納税にご協力いただける返礼品
事業者・農家を随時募集しております。「う
ちで製造している特産品を返礼品にしてみた
い」「島の魅力を紹介するツアーを体験して
もらいたい」などございましたら、下記まで
お気軽にご相談ください。

返礼品事業者募集中！

３４

５６

７８

４５６７８

【このほか 27 のふるさと納税活用事業を実施いたしました。	 他の活用事業は町公式ウェブサイト ｢ふるさと納税」ペー ジをご覧ください。】 
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３社と自治体との連携協定は全国初

出産祝金を贈呈された皆さん

徳
之
島
町
と
株
式
会
社
ア
ク
リ
ー

ト
、
株
式
会
社
テ
ク
ノ
ミ
ッ
ク
ス
、
ア

ラ
イ
ア
ン
ス
株
式
会
社
と
の
、「
社
会

課
題
解
決
及
び
子
ど
も
た
ち
の
安
心
安

全
に
係
る
包
括
連
携
協
定
」
締
結
式
が

４
月
12
日
、
町
役
場
で
あ
り
ま
し
た
。

今
回
の
３
社
と
自
治
体
と
の
連
携
協
定

は
全
国
初
。
主
な
取
り
組
み
と
し
て
、

携
帯
電
話
の
Ｓ
Ｍ
Ｓ
（
シ
ョ
ー
ト
メ
ッ

セ
ー
ジ
サ
ー
ビ
ス
）
や
情
報
共
有
ア
プ

リ
な
ど
を
活
用
し
、
子
ど
も
た
ち
の
安

全
に
関
す
る
情
報
（
不
審
者
情
報
・
災

害
時
の
安
否
確
認
等
）
や
、
町
民
と
行

政
の
情
報
共
有
の
仕
組
み
作
り
な
ど
が

進
め
ら
れ
る
予
定
で
す
。

子
ど
も
の
安
全
と
社
会
課
題
解
決
へ
、
３
社
と
町
が
連
携
協
定

今
年
度
第
１
回
目
と
な
る
「
出
産

祝
金
贈
呈
式
」
が
４
月
12
日
、
町
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
あ
り
ま
し
た
。

今
回
は
申
請
の
あ
っ
た
18
名
の
対
象

児
へ
出
産
祝
金
を
贈
呈
。
高
岡
町
長

か
ら
保
護
者
へ
、
祝
金
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
取
組
み
は
全
国
か

ら
の
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
「
ふ
る

さ
と
思
い
や
り
基
金
」
を
活
用
し
、

２
０
２
０
年
度
か
ら
毎
年
実
施
。
支

給
額
は
、
第
１
子
が
10
万
円
、
第
２

子
15
万
円
、
第
３
子
25
万
円
、
第
４

子
35
万
円
、
第
５
子
45
万
円
、
第
６

子
以
降
は
１
子
ご
と
に
50
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

令
和
５
年
度
第
１
回
目
と
な
る
出
産
祝
金
を
贈
呈

手
々
小
中
学
校
の
田
植
え
体
験
が
４

月
18
日
、
手
々
地
区
の
水
田
で
あ
り
ま

し
た
。
手
々
の
田
植
え
は
２
０
１
９
年

に
同
集
落
有
志
に
よ
り
体
験
活
動
と
し

て
復
活
。今
回
は
手
々
小
中
学
校
の「
総

合
的
な
学
習
」
の
授
業
と
し
て
実
施
さ

れ
ま
し
た
。
児
童
生
徒
が
集
落
の
方
に

植
え
方
の
説
明
を
聞
き
、
い
ざ
田
ん
ぼ

へ
。
太
鼓
を
鳴
ら
し
田
植
え
唄
が
唄
わ

れ
る
中
、
子
ど
も
も
大
人
も
泥
の
感
触

を
楽
し
み
な
が
ら
、
和
気
あ
い
あ
い
と

苗
を
植
え
つ
け
ま
し
た
。
ま
た
、
牛
に

引
か
せ
る
田
お
こ
し
の
犂
（
す
き
）
を

人
力
で
引
く
な
ど
、
昔
な
が
ら
の
農
具

も
体
験
し
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

手
々
小
中
学
校
授
業
で
田
植
え
、
昔
な
が
ら
の
農
具
も
体
験

「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
対
す
る

厚
生
労
働
大
臣
特
別
表
彰
」
と
し
て
、

内
山
マ
サ
子
氏
（
80
）
＝
花
徳
＝
が

受
彰
さ
れ
、
４
月
19
日
、
町
役
場
で

伝
達
式
が
あ
り
ま
し
た
。
内
山
氏
は

平
成
19
年
か
ら
令
和
４
年
ま
で
、
本

町
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し
て

活
動
。
15
年
の
長
き
に
わ
た
り
他
の

委
員
の
模
範
と
な
っ
て
活
躍
。
社
会

福
祉
の
増
進
に
貢
献
さ
れ
た
功
績
か

ら
、
今
回
の
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
に

至
り
ま
し
た
。
内
山
氏
は
平
成
30
年

に
「
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合

会
会
長
表
彰
」
も
受
彰
さ
れ
て
い
ま

す
。

内
山
マ
サ
子
氏
へ
民
生
委
員
・
児
童
委
員
厚
労
大
臣
表
彰

厚労大臣表彰を受けた内山マサ子氏

「田植え唄」が唄われる中で苗を植え付け
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町関係者と子宝島の朋友の皆さん

コロナ禍を乗り越え、60 回の節目に遺族が参列

文
化
庁
が
推
進
す
る
「
１
０
０
年

フ
ー
ド
」
の
「
伝
統
の
１
０
０
年
フ
ー

ド
部
門
～
江
戸
時
代
か
ら
続
く
郷
土
の

料
理
～
」
に
、
本
町
の
子
宝
島
の
朋
友

が
製
造
す
る
ソ
テ
ツ
の
実
を
使
っ
た

「
な
り
味
噌
」
が
認
定
さ
れ
、
４
月
21

日
、
町
役
場
で
認
定
報
告
会
が
あ
り
ま

し
た
。
町
で
は
、２
０
２
２
年
10
月
に
、

グ
ル
メ
情
報
サ
イ
ト
を
運
営
す
る
㈱
ぐ

る
な
び
と
「
地
域
活
性
化
起
業
人
制
度

（
※
総
務
省
の
企
業
人
材
派
遣
制
度
）」

連
携
協
定
を
締
結
。
今
回
の
１
０
０
年

フ
ー
ド
申
請
に
は
㈱
ぐ
る
な
び
の
加
東

貞
夫
さ
ん
が
携
わ
り
、
令
和
５
年
３
月

に
認
定
が
実
現
し
て
い
ま
す
。

ソ
テ
ツ
の
実
を
使
っ
た
な
り
味
噌
が
１
０
０
年
フ
ー
ド
認
定

太
平
洋
戦
争
中
の
１
９
４
４
年
（
昭

和
19
年
）
６
月
29
日
に
、
米
潜
水
艦

の
攻
撃
に
よ
り
徳
之
島
沖
で
沈
ん
だ

輸
送
船
「
富
山
丸
」
の
、
第
60
回
戦

没
者
慰
霊
祭
が
４
月
19
日
、
亀
徳
な

ご
み
の
岬
公
園
で
あ
り
ま
し
た
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
り
、
２
０
１
９
年
の
第
56
回
以

来
、
４
年
ぶ
り
に
全
国
の
富
山
丸
遺

族
会
が
来
島
。
関
東
地
区
、
高
知
県
、

徳
島
県
、
愛
媛
県
、
宮
崎
県
、
鹿
児

島
県
か
ら
、
28
人
が
参
列
。
犠
牲
と

な
っ
た
３
７
２
４
人
の
冥
福
を
祈
り
、

恒
久
平
和
へ
の
思
い
を
新
た
に
し
ま

し
た
。

富
山
丸
戦
没
者
慰
霊
祭
、
４
年
ぶ
り
に
全
国
か
ら
参
列

「
子
ど
も
読
書
週
間
お
は
な
し
会
」

が
４
月
22
日
、
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

で
あ
り
ま
し
た
。「
子
ど
も
読
書
の
日

（
４
月
23
日
）」「
子
ど
も
読
書
週
間
（
４

月
23
日
～
５
月
12
日
）」
に
合
わ
せ
町

立
図
書
館
が
例
年
実
施
。
図
書
館
職
員

の
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
よ
る
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど
で

本
の
世
界
に
親
し
み
ま
し
た
。
後
半
は

昔
の
お
も
ち
ゃ
体
験
が
あ
り
、
亀
津
南

区
の
有
志
の
皆
さ
ん
が
作
り
方
や
遊
び

方
を
手
ほ
ど
き
。
ソ
テ
ツ
を
使
っ
た
虫

か
ご
作
り
な
ど
、
約
15
の
昔
遊
び
が
あ

り
、
子
ど
も
も
大
人
も
童
心
に
か
え
っ

て
懐
し
い
遊
び
を
楽
し
み
ま
し
た
。

子
ど
も
読
書
週
間
お
は
な
し
会
、
昔
遊
び
も
体
験

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
親
子
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

じ
ゅ
ま
る
の
家
（
野
中
涼
子
理
事
長
）
が

「
子
ど
も
の
居
場
所
『
コ
ラ
ン
ネ
』」
を
開

設
し
、
４
月
29
日
、「
み
ら
い
創
り
ラ
ボ
」

井
之
川
で
開
所
・
調
印
式
が
あ
り
ま
し
た
。

コ
ラ
ン
ネ
は
日
本
財
団
が
開
設
を
進
め
て

い
る
「
子
ど
も
第
三
の
居
場
所
」
事
業
と

し
て
採
択
。
学
習
支
援
や
自
然
体
験
な
ど

の
体
験
活
動
が
行
わ
れ
ま
す
。
式
に
は
野

中
理
事
長
と
日
本
財
団
経
営
企
画
広
報
部

の
木
田
悟
史
部
長
、
高
岡
町
長
が
出
席
し

協
定
書
に
調
印
。
野
中
理
事
長
は
挨
拶
で

「『
コ
ラ
ン
ネ
』
は
方
言
で
『
来
ら
ん
ね
（
お

い
で
よ
）」
の
意
味
。
誰
も
が
気
軽
に
立

ち
寄
れ
る
場
所
に
」
と
話
し
ま
し
た
。

日
本
財
団
事
業
で
子
ど
も
の
居
場
所
「
コ
ラ
ン
ネ
」
開
設

「みらい創りラボ」井之川での開所・調印式

亀津南区有志が昔あそびを手ほどき
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徳
之
島
町
の
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
恒
例
行
事
「
黒
砂

糖
祭
」
が
４
月
29
日
、
畦
プ

リ
ン
ス
ビ
ー
チ
で
あ
り
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
昨
年

３
年
ぶ
り
に
復
活
し
た
黒
砂

糖
祭
。
今
年
は
飲
食
店
な
ど

の
出
店
も
４
年
ぶ
り
に
復
活

し
、
約
１
３
０
０
人
が
来
場

し
ま
し
た
。
ダ
ン
ス
や
吹
奏

楽
、
お
楽
し
み
抽
選
会
な
ど

の
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
の
ほ

か
、
昔
な
が
ら
の
「
サ
タ
グ

ン
マ
」
を
牛
が
引
く
サ
ト
ウ

キ
ビ
搾
り
で
は
、
子
ど
も
達

が
牛
の
手
綱
を
引
い
て
体
験
。

サ
タ
ヤ
ド
リ
（
砂
糖
炊
き
小

屋
）
で
は
出
来
た
て
の
黒
砂

糖
が
来
場
者
へ
振
舞
わ
れ
ま

し
た
。

【
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
出
演
】

◇
徳
之
島
ダ
ン
ス
ィ
ン
グ

◇
内
琉
球
舞
踊
教
室

◇
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ワ
イ
ド

◇
徳
之
島
高
校
音
楽
部

◇
ダ
ン
ス
コ
ア

◇
ダ
・
チ
ャ
ー
ム

◇
徳
之
島
闘
牛
太
鼓

出
店
も
４
年
ぶ
り
に
復
活

２０２３黒砂糖祭
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歌
舞
伎
俳
優
の
片
岡
愛
之
助
さ
ん

が
５
月
２
日
、
徳
之
島
観
光
大
使
と

し
て
、
自
身
の
ル
ー
ツ
で
あ
る
徳
之

島
へ
初
来
島
し
ま
し
た
。
愛
之
助
さ

ん
は
祖
父
が
本
町
手
々
出
身
の
徳
之

島
三
世
。
妻
の
紀
香
さ
ん
も
同
行
し
、

先
祖
の
墓
地
を
訪
れ
参
拝
し
ま
し
た
。

ま
た
、
手
々
小
中
学
校
の
子
ど
も
た

ち
が
「
わ
れ
ん
き
ゃ
（
子
ど
も
）
ガ

イ
ド
」
と
し
て
、
手
々
の
名
所
「
ア

ジ
墓
」
や
「
豊
穀
神
社
」
を
案
内
。

豊
穀
神
社
で
は
、
徳
之
島
観
光
連
盟

の
盛
利
広
会
長
か
ら
徳
之
島
観
光
大

使
の
委
嘱
状
が
伝
達
さ
れ
、
愛
之
助

さ
ん
は
「
国
内
だ
け
で
な
く
、
世
界

に
徳
之
島
の
魅
力
を
発
信
し
た
い
」

と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

徳之島観光大使の委嘱状伝達 手々小中学校「われんきゃガイド」が名所を案内

「
徳
之
島
観
光
大
使
」
片
岡
愛
之
助
さ
ん
来
島

手々にある先祖の墓を参拝

「
第
59
回
徳
之
島
町
地
域
女
性
連

大
運
動
会
」
が
５
月
７
日
、
町
体
育

セ
ン
タ
ー
で
あ
り
ま
し
た
。
前
回
大

会
は
２
０
１
９
年
に
実
施
。
コ
ロ
ナ

禍
を
経
て
４
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り

ま
し
た
。
今
回
は
子
ど
も
や
高
齢
者

も
参
加
で
き
る
新
し
い
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
競
技
が
種
目
に
加
わ
り
、
幅

広
い
世
代
が
参
加
。
競
技
中
は
た
く

さ
ん
の
ハ
プ
ニ
ン
グ
が
起
こ
り
、
声

援
や
笑
い
声
で
会
場
は
大
賑
わ
い
。

生
き
生
き
と
し
た
プ
レ
ー
で
笑
顔
が

絶
え
ず
、
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
運

動
会
に
な
り
ま
し
た
。
大
会
結
果
は

次
の
と
お
り
で
す
。【
優
勝
：
中
区
チ
ー

ム
、
２
位
：
花
徳
チ
ー
ム
（
躍
進
賞
）、

３
位
：
母
間
チ
ー
ム
】

優勝した中区チームの皆さん みんなで楽しめるレクリエーション競技で交流

地
域
女
性
連
大
運
動
会
、
新
競
技
加
え
４
年
ぶ
り
開
催楽しい競技に子ども達も大はしゃぎ
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町からのお知らせ

広報 徳之島 2023 年 6 月号

やむを得ない理由と認められる場合は代理人が受取れます

マイナンバーカードの受取り方法が変わります
住民生活課　☎ 0997-82-1114　　花徳支所　☎ 0997-84-0048問

これまで、原則として小学生以上はご本人の受取りでしたが、例外として、申請者ご本人の病気

や身体の障がい等の理由でやむを得ないと認められる場合は、代理人の方が窓口でマイナンバーカー

ドを受取れます。やむを得ない理由と認められるケースや、受取りに必要な書類等の詳細やご不明

な点は、町公式ウェブサイトをご覧いただくか、住民生活課、花徳支所へお問い合わせください。

（例１）15歳未満の方
・交付通知書（ハガキ）
・通知カード
・住民基本台帳カード（発行している方のみ）
・お子様の本人確認書類 ２点～３点
　（健康保険証、母子健康手帳、離島割引カード、学生証など）
・保護者の本人確認書類 ２点～３点
　（マイナンバーカード、運転免許証、パスポートなど）
・親子関係が確認できる戸籍謄本（本籍が徳之島町の方は確認できるため不要）
※全ての確認書類については原本が必要です。

（例２）75歳以上の高齢者、高校生、高専生の方
・交付通知書（ハガキ）
・通知カード
・住民基本台帳カード（発行している方のみ）
・ご本人及び代理人の本人確認書類 ２点～３点
　（運転免許証、パスポート、身体障害者手帳など）
・交付申請者（本人）の来庁が困難であることを証明する書類
　（在学証明書、入院証明書、入所証明書、など）
【法定代理人の方】
・親子関係が確認できる戸籍謄本（本籍が徳之島町の方は確認できるため不要）
【任意代理人の方】
・委任状（様式は町公式ウェブサイトからダウンロードできます。また、住民生活課・花
   徳支所でも入手できます。）
※全ての確認書類については原本が必要です。

病気・身体障がいにより来庁が困難な方、75 歳以上の高齢者、高校生、
高専生、要介護、要支援認定者、中学生・小学生及び未就学児　など

【受取りに必要な書類】

やむを得ない理由により来庁が困難であると認められるケース
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町からのお知らせ

広報 徳之島 2023 年 6 月号

各種税の納期をご確認ください

税金の納期内納税にご協力ください
税務課　☎ 0997-82-1117問

※令和５年度から、新たに納付書に印字される「地方税統一QRコード」「eL 番号（納付番号）」を
利用して、地方税お支払サイトや、対応する全国の金融機関・スマホ決済アプリで納付ができる
ようになりました。

【軽自動車税】

【固定資産税】

【個人住民税】

【国民健康
　　  保険税】

令和５年 ５月 31 日

１期：令和５年５月 31 日
３期：令和５年 12 月 28 日 

２期：令和５年７月 31 日
４期：令和６年２月 29 日

１期：令和５年６月 30 日
３期：令和５年 10 月 31 日

２期：令和５年８月 31 日
４期：令和６年１月 31 日

～令和５年度納期限一覧～

１期：令和５年６月 30 日
３期：令和５年 10 月 31 日
５期：令和６年２月 29 日

２期：令和５年８月 31 日
４期：令和６年１月４日

～各種税金について～
●軽自動車税

賦課期日（４月 1 日）に軽自動車や原動機付自転車等の所有者に対して課せられる税金です。
車を売却・廃棄・その他の理由により使用しなくなったとき、譲渡したときは必ず廃車・名義
変更の申告を行ってください。申告されないと、引き続き課税されますのでご注意ください。

●固定資産税
賦課期日（毎年 1 月 1 日）に、土地、家屋、償却資産（これらを総称して「固定資産」と

いいます。）を所有している人が、固定資産の評価額を基に算定された税額を、その固定資産
の所在する市町村に収める税金で、原則として納税義務者は所有者です。

●個人住民税（町民税・県民税）
個人住民税（町民税と県民税を合わせて住民税と呼びます。）は、前年中に所得のあった人

に課税されるもので、その人の前年 1 年間の所得に応じて賦課期日（その年の 1 月 1 日）に
徳之島町に住民登録がされている人が対象となります。1 月 2 日以降に新住所（徳之島町以
外の市区町村）に引越しされた人も原則、徳之島町で課税されます。「所得割」と、所得の多
少にかかわらず広く均等に一定の税額で課税される「均等割」とがあり、町民税を徴収する際、
県民税も併せて徴収することになります。

●国民健康保険税
国民健康保険に加入している被保険者を対象に、病気や怪我の際に備えて、医療にかかる費用

をお互いに負担し、支え合うための財源となります。税額は世帯ごとに計算し、被保険者全員の
前年の所得、被保険者数、加入期間などに基づいて計算され世帯主が納税義務者となります。
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町からのお知らせ

広報 徳之島 2023 年 6 月号

以下の日程で、年金相談所を開設します。相談は予約制です。相談を受けられる方は住民生活課

国民年金係までお申し込みください。またご来場の際は、年金手帳やねんきん定期便、運転免許証

など、身分確認ができる書類をご持参ください。

●日時＝令和５年６月 21日（水）午後２時～午後５時

	 　　　　　  ６月 22日（木）午前 9時～午後３時

●場所＝役場新庁舎４階会議室

●相談内容＝ 10 年短縮による年金請求のこと、

		     国民年金、厚生年金船員保険等の

		     年金制度全般に関すること

奄美大島年金事務所からのお知らせ

年金相談所の開設について

住民生活課国民年金係　☎ 0997-82-1114問

提出の期限は７月 28 日（金）です

農業者年金受給者現況届について

農業委員会事務局　☎ 0997-82-1160問

○現況届は、農業者年金を受給する資格があるかどうかを、毎年１回確認するためのものです。（農
業者年金基金法で定められています。）

○現況届は、令和５年５月末までに、農業者年金の受給者に郵送されています。用紙にご記入いた
だき、農業委員会か花徳支所へ提出してください。

○提出期限は令和５年７月 28日（金）です。

※期日までに現況届の提出がない場合、提出が確認されるまでの間、
農業者年金が差し止められます。ご注意ください。

※現況届用紙は機械で読み取ります。用紙を汚したり、折り曲げた
りしないようご注意ください。

●受付期間＝令和５年６月１日（木）～令和５年７月 28日（金）

●提出先＝農業委員会事務局事務局（役場３階）・花徳支所

●記入等の注意点
・受給者ご本人が、現況届に署名・記入してください。

  （※押印は不要です。）

・受給者ご本人が署名・記入をすることが困難な場合は、代理人（親族等）が署名・記入してください。

・現況届を紛失された方は、手書き用の現況届で対応します。農業委員会事務局、花徳支所に用紙

   がありますので、担当窓口でお声がけください。　
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町からのお知らせ

広報 徳之島 2023 年 6 月号

対象の活動に助成金を支払います

助成対象団体
本町における地域の景観形成につながる美化活動や植栽活動、外来植
物駆除等の環境保全活動等を行う団体で、本町の区域内にその活動拠点
を置く営利を目的としない団体（自治会、NPO法人、地域づくり団体等）

助成対象活動

以下のいずれかの活動（継続的に行うもの）
　①道路、公園等の公共の場所（学校や幼稚園等の教育施設敷地内
　　の活動は除く）や、集落で実施する美化活動や植栽活動など
　②外来植物駆除等の環境保全活動

助成対象となる物品

上記に掲げた活動を継続的に行う際に必要な物品で、以下に該当する
ものが対象になります。
●資材等（鎌、スコップ、剪定ばさみ、刈払機などの作業道具、肥料、　
　　　　　プランター等の資材）
●樹木、花き等、集落の景観形成に資すると認められるもの

助成金の額 1団体あたり 5万円以内

事業実施期間 令和５年７月～令和６年２月

申請期間 令和５年６月 26 日（月）まで

結果通知 申請団体へ令和５年７月中に結果を通知します。

申請先 徳之島町役場おもてなし観光課（亀徳新港２階、持参か郵送）

町では、観光客の徳之島へのイメージアップや、世界自然遺産にふさわしい景観を作るため、景

観形成につながる美化活動や植栽活動、外来植物の駆除活動などを行う団体の活動に対し、以下の

内容で助成します。申請用紙はおもてなし観光課窓口（亀徳新港 2階）のほか、町公式ウェブサイ

トへ掲載しています。ご不明な点はおもてなし観光課までお問い合わせください。

景観形成・環境保全活動助成金について
おもてなし観光課 　☎ 0997-83-0731問

令和５年９月３日（日）に変更となりました

「島口・島唄・民舞の祭典」延期のお知らせ
問生涯学習センター　☎ 0997-82-1309

７月２日（日）に開催を予定していた「島口・島唄・民舞の祭典」は、諸般の事情により、９月３日（日）
に延期となりました。ご理解の程よろしくお願い申し上げます。なお、引き続きの出演者を募集し
ています。お申込みや詳細は生涯学習センターまでお問い合わせください。

●募集内容＝【島口】寸劇、集落自慢、漫談、昔話【島唄】徳之島及び奄美の民謡
	 	 　【民舞】徳之島及び奄美の民謡を取り入れた舞踊、ダンス等

●日時：場所＝令和５年９月３日（日）　13:30 ～ 15:30（予定）町生涯学習センター２階ホール
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町からのお知らせ

広報 徳之島 2023 年 6 月号

各種活動への参加ポイントで地域商品券に交換できます

元気度アップ地域活性化事業をご活用ください
介護福祉課　☎ 0997-82-1115問

～「元気度アップ地域活性化事業」の３つの事業～
介護人材ポイント事業（支え愛ポイント）

●対象者＝徳之島町民どなたでも（全年齢）
●ポイントの対象となる活動
　高齢者を支援する活動（買物・ごみ捨て等生活支援、
　見守り・声かけ、地域サロン運営など）
●ポイントの交換
　個人へのポイントで年間 50ポイント（5,000 円分）まで

ボランティア活動や健康づくり活動への参加でポイントがつき、地域商品券に交換ができます。

健康づくりや地域活性化、支え合いの地域づくりにご活用ください。ポイントカードの発行、ポイ

ント交換は徳之島町社会福祉協議会（☎ 0997-83-1205）で行えます。活動の始め方など、詳しくは

介護福祉課へお問い合わせください。

高齢者元気度アップポイント事業

●対象者＝ 65 歳以上の町民
●ポイントの対象となる活動
　健康診断、健康教室、健康づくりイベント、地域サロン、
　各地域での健康づくり活動　（ゲートボール、ウォーキングなど）
●ポイントの交換
　個人へのポイントで年間 50ポイント（5,000 円分）まで

地域支え合いグループポイント事業

●対象者＝ 65 歳以上が半数以上所属する３人以上の団体
●ポイントの対象となる活動
　高齢者・児童の見守り活動、清掃活動などのボランティア活動、
　地域サロンや多世代交流活動の運営等
●ポイントの交換＝団体へのポイントで年間 60,000 円分まで

改修整備・機器更新のため、当面の間、母間農産物処理加工センターの利用を停止します。利用

の再開は、時期が決まり次第、あらためてお知らせいたします。

利用者の皆様には大変ご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

改修整備のため、当面の間ご利用いただけません

母間農産物処理加工センターのご利用について
農林水産課　☎ 0997-82-1150問
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町からのお知らせ

広報 徳之島 2023 年 6 月号

あなたの家のリフォームを支援します

住宅リフォーム助成事業のご案内
建設課 　☎ 0997-82-1155問

補 助 額 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 対 象 世 帯 ・ 対 象 工 事

①一般世帯補助金
【補助率】　　
対象工事費の１５％

【限度額】　　２４万円

全ての世帯

・居室等の増築，間取りの変更
・屋根、外壁、床、壁、天井等の改

修
・台所、トイレ、浴室、洗面所の改

修など

対象とならない工事（住居部分に関係しない工事、工事を伴わない機器のみの取替えなど）

・新築工事・設備機器の取替え・電話、ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ等の配線工事・改築工事・下水道接続工事

・庭木の剪定、植栽工事・解体工事・門、ﾌﾞﾛｯｸ等の外構工事・公共工事の施工に伴う補償工事など

補　

助　

要　

件

住宅の長寿命化・質の向上や、本町の地域経済の活性化、安定した雇用のため、町民が町内の

施工業者を利用して個人住宅のリフォームを行う場合に、その費用の一部を補助します。同一住宅、

同一人につき、一回限りの補助となります。ご不明な点は建設課へお問い合わせください。

補助対象者　・徳之島町内に居住及び住民登録をしていて、町税等を滞納していない人
補助対象住宅・①補助対象者が所有し、現に自ら居住している住宅（貸家は対象外）

②ＵＩＪターン予定者等の購入住宅。
※店舗等との併用住宅は個人住宅部分、マンション等の集合住宅は個人専用
部分が対象。

施工業者（ ※町税等の滞納がないこと。）

・徳之島町内に本社、支社、営業所等を有する法人又は住所を有する個人業者
※リフォームに係る見積書、契約書、領収書を町内の住所で発行できること。（原
則）

補助対象工事費・対象工事費（税込）が２０万円以上であること。
その他　　　　・他の住宅関連助成制度と工事内容が重複していないこと。

・徳之島町に補助申請を行い、町から補助金の「交付決定通知書」が届いてか
ら着工し、町が指定する期限内に完了すること。（事前着工・完了住宅は認め
られません。）

※受付期間終了後、受付予定件数を上回った場合は、書類確認後抽選を行い、補助対象者を
決定します。

※申請書等の様式は、徳之島町役場 3 階建設課建築係に用意してあるほか、徳之島町公式ウェ　
ブサイトからもダウンロードできます。

募集期間 受付場所 受付時間 受付件数（予定） 工事完了期限

６月１日（木）～
７月 21 日（金）

徳之島町役場建設課
（庁舎３階）

午前 9 時～正午
午後 1 時～ 5 時 ４件 令和６年 2 月 29 日



– 15 –

町からのお知らせ

広報 徳之島 2023 年 6 月号

空き家の改修を支援します

空き家活用セーフティネット住宅改修助成事業のご案内
建設課 　☎ 0997-82-1155問

補　

助　

要　

件

空き家の利活用と住宅確保要配慮者の民間住宅への入居の円滑化を図るため、町民が町内の施工

業者を利用して改修工事を行う場合に、その費用の一部を補助します。同一住宅、同一人につき、

一回限りの補助となります。ご不明な点は建設課へお問い合わせください。

【補助対象者】
　徳之島町内に空き家を所有している個人又は法人であること、町税等を滞納していないこと

【補助対象住宅】
　①住宅確保要配慮者専用賃貸住宅として 10 年以上管理すること

　②申請時点において一定期間（3 ヶ月以上）空き家であること

　③住宅確保要配慮者に該当する全てを入居対象としたセーフティネット住宅であること

　④入居世帯の収入が 387,000 円以下であること

　⑤家賃の額を近隣住宅の家賃と均衡を保つ水準以下で定められること

【施工業者（※町税等の滞納がないこと）】
　徳之島町内に本社、支社、営業所等を有する法人又は住所を有する個人業者

　※改修工事に係る見積書、契約書、領収書を町内の住所で発行できること（原則）

【その他】・他の住宅関連助成制度と工事内容が重複していないこと
　　　　  ・徳之島町に補助申請を行い、町から補助金の「交付決定通知書」が届いてから着工し、

	         町が指定する期限内に完了すること（事前着工・完了住宅は認められません。）

※受付期間開始後、受付順に書類を確認し、補助対象者を決定します。
※申請書等の様式は、徳之島町役場３階建設課建築係に用意してあるほか、徳之島町公式ウェブ
サイトからもダウンロードできます。

●補助額＝対象工事費の 66％（限度額 100 万円）

●対象工事
・子育て世帯対応改修工事
・バリアフリー改修工事
・防火、消火対策工事

・間取り変更工事
・耐震改修工事
・共同居住用住宅に用途変更する為の改修工事

●対象とならない工事（住居部分に関係しない工事、工事を伴わない機器のみの取替えなど）

・新築工事　・設備機器の取替え　・電話、ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ等の配線工事　・改築工事　・下水道接続工事

・庭木の剪定、植栽工事　・解体工事　・門、ﾌﾞﾛｯｸ等の外構工事　・公共工事の施工に伴う補償工事等

募集期間 受付場所 受付時間 受付件数（予定） 工事完了期限

６月１日（木）～
７月 21 日（金）

徳之島町役場建設課
（庁舎３階）

午前 9 時～正午
午後 1 時～ 5 時 ２件 令和６年 2 月 29 日
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町からのお知らせ

広報 徳之島 2023 年 6 月号

豪雨や台風時期に警戒を

山地災害 ( 土石流・山崩れ ) にご注意ください
農林水産課　☎ 0997-82-1150問

近年、梅雨期の豪雨や台風を原因とした山地災害が各地で発生し
ています。雨の日は気象情報や防災無線の情報に注意し、早めの避
難を心がけしましょう。特に雨が降っているときに土石流や山崩
れの前兆現象を感じた場合や、自治体から避難の連絡があった場
合は、速やかに避難所へ避難しましょう。記録的な豪雨が予想さ
れる場合は、今までにない規模の災害が起こる危険性があります。
また、雨が降り止んだ後も土石流・山崩れが発生することがあり
ますのでご注意ください。
山地災害に関してお気づきのことがあれば、農林水産課までご連絡ください。

谷や斜面に溜まった土・石・砂などが梅

雨や台風などの集中豪雨による水と一緒に

なって、一気に流れでてくるのが土石流で

す。破壊力が大きく、また、速度も速いので、

大きな被害をもたらします。

《土石流の前兆現象》
 ●山鳴り、立木の裂ける音、石のぶ

つかりあう音が聞こえる 

 ●雨が降り続いているのに、川の水

位が下がる

 ●川の水が急に濁ったり、流木が混

ざりはじめる

土石流災害について
地面にしみこんだ水分が土の抵抗力を弱め、

弱くなった山の斜面が突然崩れるのが山崩れ

です。突発的に起こり、瞬時に崩れるので、

逃げ遅れる人も多く犠牲者の割合も高くなり

ます。また、地震をきっかけに起こる事もあ

ります。

《山崩れ災害の前兆現象》
　　●わき水の量が急に増える

　　●枯れたことのないわき水が止まる
　　●わき水が濁る
　　●山の斜面を水が走り始める 
　　●地鳴りの音が聞こえだす
　　●山の斜面に亀裂が走る
　　●山の木が傾く　　
　　●石が転がり落ちてくる

山崩れ災害について

催

 

 

毎年、 6 月 1 日～ 30 日は 「土砂災害防止月間」 です。

月間中は、 「みんなで防ごう土砂災害」 を運動のテーマとして、 土砂災害警戒区域等や砂防設備な

どの点検や情報伝達訓練、 防災意識を高めるための啓発活動などが実施されます。

土砂災害防止月間を機に、 皆さんも自分の地域の危険な場所を確認したり、 避難場所までの経路を

歩いてみたりするなど、 万が一の事態に備えておきましょう。
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会員を随時募集しています

生活研究グループで一緒に活動しませんか
農林水産課　☎ 0997-82-1150問

○「徳之島町生活研究グループ」は、わが家の畑や台所から、
会員のみんなで助け合い、徳之島の農林漁業・農村漁村の将来
をみんなで考えていくグループです。

○現在会員は 28名で、母間の農産物処理加工センターを拠点に
活動しています。

○食と農林漁業の祭典での出展や料理教室など、「地産地消の推進」「食文化と技の伝承活動」を行っ
ています。

○会員を随時募集しています。一緒に楽しく活動してみませんか？どうぞお気軽に農林水産課農政
係へお問い合わせください。

問

皆さん、 健康的な食生活を送っていますか？ 「主食」 「主菜」 「副菜」 がそろった、 栄養バラン

スのよい食事を 1 日 3 回とることや、 おいしく楽しく食べることがとても大切です。

食事の中心となる 「主食」 は、 ご自身の体格にあった必要なエネルギーの半分をとることが望

ましいといわれています。 1 食当たりの量は 「主菜はグー」 「副菜はパー」 の量を目指しましょう。

６月は「食育月間」・毎月１９日は「食育の日」

わが家も地域も、あなたが主人公 !!

毎月第３土曜日は「かごしま活き生き食の日」

毎日の食事の目安に！グー・パー食生活

目安 目指

目安

コノキ卵

目安 目指

目安

コノキ卵
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町からのお知らせ

町職員採用候補者試験を次のとおり行います。なお、内容については変更がある場合があります。
７月 24日（月）当日の本町公示及び町公式ウェブサイト、新聞等の案内もご覧ください。

総務課庶務係　☎ 0997-82-1111

町への就職を希望される方へ

令和５年度徳之島町職員採用候補者試験を実施します
問

●試験日時・場所＝令和５年９月 17日（日）・徳之島町役場１階多目的ホール
　【一般事務】試験開始：午前９時（受付時間：午前８時～午前８時 40分）
　【建築技師・土木技師】試験開始：午前11時 20分（受付時間：午前10時 30分～午前11時 10分）

●受付期間＝令和５年７月 24日（月）から令和５年８月 17日（木）まで　※土日祝日を除く
　　　　　　※受験申込書の配付は､ 令和５年７月 24日（月）から総務課で行います。

●試験区分（採用職種・人員及び受験資格）

カンキツグリーニング病菌駆除確認調査とは、これまで県及び徳之島３町が行ってきた調査
で当該菌の感染樹が確認されなかったことから、国主体により根絶を確認するための調査です。
今後も複数回に渡って調査を行い、年度内に町内全域の調査を行う予定ですので、ご理解・ご
協力をお願いします。なお、本調査で感染樹が確認されなかった場合は、徳之島３町は発生地
域から除外される見込みです。

【お問い合わせ】　門司植物防疫所名瀬支所 ☎ 0997-52-0459　

	 	 　   県大島支庁特殊病害虫係 ☎ 0997-52-0299　町農林水産課 ☎ 0997-82-1150

【調査内容】カンキツグリーニング病菌の感染がないことを確認するため、町内全域でカンキツ樹の

調査を行います。調査員（腕章付）が家屋の敷地内や園地内に入り、対象のカンキツ樹を目視で確認

させていただきます。なお、葉に疑似症状（退緑等）が確認された樹については、４～５枚の葉がつ

いた枝を４本程度採取させていただきますので、町民の皆様のご理解とご協力をお願いいたします。

カンキツグリーニング病菌駆除確認調査についてのお知らせ

【調査日時】６月 20 日（火）～６月 23 日（金）
（※荒天等のため、スケジュールが変更になる場合があります。調査を行う週の初めに町内放送
　  でご案内いたします。）

区分 職種 採用予定人員 受　験　資　格

行

政

職

一般事務 若干名 昭和 63 年４月２日以降に生まれた者

建築

技師
若干名

昭和 48 年４月２日以降に生まれた者で以下のいずれかの資格を有する者
（１）１級又は２級建築士　（注） 建築技師は、第１次試験のうち教養試験
が免除され、作文試験のみとなります。

土木

技師
若干名

昭和 48 年４月２日以降に生まれた者で以下のいずれかの資格を有する者
（１） １級又は２級土木施工管理技士　（注） 土木技師は、第１次試験のう
ち教養試験が免除され、作文試験のみとなります。
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令
和
５
年
度
の
労
働
保
険
年
度

更
新
手
続
き
に
つ
い
て

６
月
１
日
か
ら
７
月
10
日
ま

で
は
労
働
保
険
の
年
度
更
新
の

申
告
及
び
保
険
料
納
付
の
期
間

で
す
。
ｅ
‐
Ｇ
ｏ
ｖ
か
ら
電
子

申
請
に
よ
る
申
告
も
可
能
で

す
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
＝
鹿
児
島
労

働
局 

労
働
保
険
徴
収
室

☎
０
９
９
―
２
２
３
―
８
２
７
６

放
送
大
学
入
学
生
募
集
の

お
知
ら
せ

放
送
大
学
は
10
月
入
学
生
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

幅
広
い
世
代
の
８
万
５
千
人

以
上
の
学
生
が
、
大
学
卒
業
や

学
び
の
楽
し
み
な
ど
、
様
々
な

目
的
で
学
ん
で
い
ま
す
。

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
情
報
・
自
然
科
学
な
ど
、

３
０
０
以
上
の
授
業
科
目
が
あ

り
、
テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
１
科
目
か
ら
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
す
。

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て

い
ま
す
。
お
気
軽
に
放
送
大
学

鹿
児
島
学
習
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご

請
求
く
だ
さ
い
。出
願
期
間
は
、

第
１
回
が
８
月
31
日
ま
で
、
第

２
回
が
９
月
12
日
ま
で
で
す
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
＝
放
送
大
学

鹿
児
島
学
習
セ
ン
タ
ー
（
か
ご

し
ま
県
民
交
流
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
０
９
９
―
２
３
９
―
３
８
１
１

海
上
保
安
官
募
集
案
内

【
海
上
保
安
学
校
学
生
採
用
試

験（
２
０
２
４
年
４
月
採
用
）】

●
受
付
期
間
＝
７
月
18
日（
火
）

～
７
月
27
日
（
木
）
※
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
受
付

●
試
験
日
程
等

・
第
１
次
試
験
日
：
９
月
24
日

（
日
）

・
第
２
次
試
験
日
：
10
月
17
日

（
火
）
～
10
月
26
日
（
木
）

・
最
終
合
格
発
表
日
：
11
月
21

日（
火
）（
航
空
課
程
を
除
く
）

・
第
３
次
試
験
日
：
12
月
２
日

（
土
）
～
12
月
12
日
（
火
）（
航

空
課
程
の
み
）

・
最
終
合
格
発
表
日
：
令
和
６

年
１
月
18
日
（
木
）（
航
空

課
程
の
み
）

【
海
上
保
安
大
学
校
学
生
採
用

試
験（
２
０
２
４
年
４
月
入
学
）】

●
受
付
期
間
＝
８
月
24
日（
木
）

～
９
月
４
日
（
月
）
※
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
受
付

●
試
験
日
程
等

・
第
１
次
試
験
日
：
10
月
28
日

（
土
）、
10
月
29
日
（
日
）

・
第
２
次
試
験
日
：
12
月
15
日

（
金
）

・
最
終
合
格
発
表
日
：
令
和
６

年
１
月
18
日
（
木
）

◎
お
問
い
合
わ
せ

＝
第
十
管
区
海

上
保
安
本
部
総

務
部
人
事
課　

☎
０
９
９
―

２
５
０
―
９
８
０
０

台
風
海
難
防
止
強
調
運
動
を
実

施
し
ま
す

奄
美
海
上
保
安
部
・
古
仁
屋

海
上
保
安
署
で
は
、
本
格
的
な

台
風
時
期
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、「
台
風
海
難
防
止
強
調
運

動
」
を
実
施
し
ま
す
。

●
ス
ロ
ー
ガ
ン
＝
「
来
る
ぞ
台

風
！
備
え
は
よ
い
か
！
」

●
実
施
期
間
＝
６
月
21
日（
水
）

～
６
月
30
日
（
金
）

台
風
に
よ
る
海
難
の
未
然
防

止
を
図
る
た
め
、
台
風
情
報
を

早
期
に
把
握
し
ま
し
ょ
う
。
船

舶
所
有
者
に
あ
っ
て
は
、
①
大

型
船
は
安
全
な
海
域
へ
早
期
避

難 

②
小
型
船
舶
は
陸
揚
げ
・

固
縛 

③
港
内
避
泊
の
場
合
は

係
留
強
化 

の
３
点
を
心
掛
け
、

早
め
の
備
え
を
お
願
い
し
ま

す
。
作
業
中
も
ラ
イ
フ
ジ
ャ

ケ
ッ
ト
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

海
上
保
安
庁
緊
急
情
報
メ
ー
ル

配
信
サ
ー
ビ
ス

（
下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
）
も
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

口
腔
健
診
「
お
口
元
気
歯
ッ

ピ
ー
検
診
」
が
無
料
で
受
け
ら

れ
ま
す

鹿
児
島
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
で
は
、
今
年
度
に
76

歳
及
び
80
歳
の
誕
生
日
を
迎
え

ら
れ
る
後
期
高
齢
者
医
療
の
被

保
険
者
を
対
象
に
、
口
腔
健
診

（
お
口
元
気
歯
ッ
ピ
ー
健
診
）

を
実
施
し
ま
す
。

対
象
者
に
は
６
月
１
日
以
降

に
到
着
す
る
よ
う
に
受
診
券

（
オ
レ
ン
ジ
封
筒
）
を
お
送
り

し
て
い
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
県

内
の
歯
科
医
療
機
関
へ
問
い
合

わ
せ
、
予
約
の
上
、
ご
受
診
く

だ
さ
い
。

●
健
診
期
間
＝
令
和
５
年
６
月

１
日
（
木
）
～
令
和
６
年
１

月
31
日
（
水
）

●
対
象
者

・
今
年
度
76
歳
の
お
誕
生
日
を

迎
え
る
方
（
昭
和
22
年
４
月

１
日
～
昭
和
23
年
３
月
31
日

生
ま
れ
の
被
保
険
者
）

・
今
年
度
80
歳
の
お
誕
生
日
を

迎
え
る
方
（
昭
和
18
年
４
月

１
日
～
昭
和
19
年
３
月
31
日

生
ま
れ
の
被
保
険
者
）

◎
お
問
い
合
わ
せ
＝
鹿
児
島
県

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合 

業

務
課 

保
健
事
業
班　

☎
０
９
９

―
２
０
６
―
１
３
２
９
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之
島
と
相
性
が
良
い
と
い
う
広
告
主
の

判
断
が
表
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

同
様
に
徳
之
島
の
気
候
を
念
頭
に
置

い
た
と
思
わ
れ
る
の
が
、「
湿
疹 

く
さ　

か
ゆ
み 

お
む
つ
か
ぶ
れ
」
と
い
う
効
用

を
記
し
た
「
ゼ
ム
」
と
い
う
チ
ュ
ー
ブ

入
り
の
塗
り
薬
の
広
告
で
す
。
現
在
で

も
特
に
湿
度
の
高
い
梅
雨
～
夏
に
か
け

て
、
乳
幼
児
の
お
む
つ
か
ぶ
れ
を
心
配

す
る
保
護
者
の
方
々
は
多
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

『
南
西
日
報
』
に
掲
載
さ
れ
た
薬
に

関
す
る
広
告
を
い
く
つ
か
紹
介
し
て
き

ま
し
た
が
、
広
告
の
背
景
に
、
当
時
の

徳
之
島
の
人
び
と
の
生
活
と
時
代
の
特

徴
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
わ

れ
ま
す
。（

町
誌
編
さ
ん
室  

竹
原
祐
樹
）

徳
之
島
町
郷
土
資
料
館
で
は
、
小こ
ば
や
し林

正ま
さ
ひ
で秀

氏
が
昭
和
28
年
（
１
９
５
３
年
）

に
亀
津
で
創
刊
し
た
『
南
西
日
報
』

を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
徳

之
島
の
「
今
」
を
記
録
し
、
活
字
と

し
て
島
民
に
伝
え
た
自
前
の
メ
デ
ィ

ア
と
い
え
ま
す
。
今
回
は
そ
の
『
南

西
日
報
』
に
掲
載
さ
れ
た
、
薬
に
関

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
広
告
に
注
目
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

「
一
回
の
服
用
で
確
実
に
駆
虫
す
る　

ダ
イ
ア
ス
（
新
回
虫
駆
除
薬
）」
と
い

う
見
出
し
の
広
告
（
左
図
）
が
昭
和

35
年
２
月
２
日
付
一
面
に
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
。
回
虫
は
寄
生
虫
の
ひ
と

つ
で
、
昭
和
40
年
代
ま
で
は
国
民
の
約

４
割
が
回
虫
症
を
罹
っ
て
い
た
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
公
衆
衛
生
が
向
上
し
た

こ
と
に
よ
り
現
代
日
本
で
は
感
染
事

例
を
聞
く
こ
と
は
あ
ま
り
な
い
の
で
す

が
、
当
時
の
徳
之
島
に
お
い
て
も
全
国

の
傾
向
と
同
様
、
回
虫
症
に
悩
ま
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

同
じ
く
虫
と
い
え
ば
蝿
・
蚊
が
い
ま

す
。
島
の
人
び
と
が
眠
る
と
き
、
蚊か

や帳

が
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
の
は
い
つ
頃
の

こ
と
で
し
ょ
う
か
。「
ひ
と
ふ
き
ふ
け

ば 

蝿
も
蚊
も
コ
ロ
リ 

御
家
庭
に
ど
う

ぞ 

強
力
殺
虫
剤
ア
ー
ス
」
と
い
う
広

告
（
右
下
図
）
に
目
が
留
ま
り
ま
し
た
。

家
の
中
に
は
い
っ
て
く
る
蝿
や
蚊
と
の

戦
い
に
奮
闘
す
る
当
時
の
人
び
と
の
姿

が
目
に
浮
か
び
ま
す
。

バ
ブ
ル
時
代
に
は
「
24
時
間
戦
え
ま

す
か
」
と
い
う
売
り
文
句
を
も
っ
た
栄

養
ド
リ
ン
ク
が
登
場
し
ま
し
た
が
、
早

く
も
昭
和
35
年
２
月
４
日
付
の
同
紙
に

も
「
強
力
ミ
ネ
ビ
タ
ー
ル 

夏
ま
け
予

防
・
産
前
産
後
・
発
育
促
進
に
」
と
い

う
広
告
が
あ
り
ま
す
。
効
用
の
第
１
に

「
夏
ま
け
予
防
」
を
掲
げ
て
お
り
、
全

国
的
商
品
で
は
あ
る
も
の
の
酷
暑
の
徳

☎
０
９
９
７
―
８
２ 

―
２
９
０
８

問

郷
土
資
料
館

島
の
む
ん
が
た
り

町
誌
編
さ
ん
室
の

腹
痛
、
蝿
と
蚊
、
滋
養
強
壮･･･

町では、 一般の生ごみの減量化推進のため、 「ベランダ de キエーロ」

の普及に取り組んでいます。 「キエーロ」 は電力を使わずに、 土や太陽等

の力で生ごみを堆肥化する小型生ごみ処理容器です。 ご家庭から排出さ

れる生ごみを減量化して資源として再利用してみませんか？

お家でごみダイエット♪生ごみ処理容器「キエーロ」を販売しています！

【販売価格】 1,500 円 （※容器のみ。 黒土は別途購入してください。）

【販売基数】 100 基 （予定）

【販売場所】 徳之島町シルバー人材センター （町から製作・販売を委託）

住民生活課　☎ 0997-82-1114　町シルバー人材センター　☎ 0997-82-2772問
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『熱くなれ』

稲盛ライブラリー・講談社「稲盛和
夫プロジェクト」共同チーム／編著

〔一般書〕

京セラを一兆円企業に育て、KDDI
を立ち上げ、倒産した JAL を再生
した男の情熱の根源とは？稲盛和
夫のエピソードとともに、永守重
信、山中伸弥ら、人間・稲盛和夫
を直に知る 13 人が、その情熱と凄
まじい魅力を語る。

『みんなとおなじくできないよ
障がいのあるおとうととボクの
はなし』

湯浅 正太／作、石井 聖岳／絵　
〔絵本〕

「おとうとはかわいくていとお
しい。でもときどきちょっとは
ずかしい。」障がいのある弟を
もつお兄ちゃんのお話。兄弟児
特有の感情や悩みがよく伝わ
ります。

『1・2・3・4・5・6・7・8・9・10』

谷口 智則／作・絵　〔絵本〕

ねずみがいちごを 1 個、うさ
ぎがにんじんを 2 本、ねこた
ちがみかんを 3 つ…。どうぶ
つたちが持ってきた材料を大
き な ミ キ サ ー に 入 れ る と？ 1
から 10 までの数字に親しめる
楽しい絵本。

図書館かち
行かでー！

～Let's go to the library! ～ 

『勿忘草をさがして』

真紀 涼介／著〔小説〕

ト ラ ブ ル で 部 活 を 辞 め 鬱 屈 し た
日々を送る航大。親切にしてくれ
たお婆さんの家を探していたとこ
ろ、美しい庭を手入れする無愛想
な大学生拓海と出会う。拓海は植
物への深い造形と誠実な心で、航
大と共に謎に向き合い…。

徳之島町立図書館から、
新着本やイベントなどのお知らせ。

本
を
読
ん
で
、

人
生
を
豊
か
に
。

『くもをさがす』

西 加奈子／著〔小説〕

カナダで、がんになった -。2021
年コロナ禍の最中、滞在先のカナ
ダで浸潤性乳管がんを宣告された
著者が、乳がん発覚から寛解まで
の 約 8 ケ 月 間 を 克 明 に 描 く。 祈
りと決意に満ちた初のノンフィク
ション。

☆職員おすすめ本☆　    

の図書館展示

○虫の本

○父の日

○読書芸人

　 おすすめ本

6 月

お知らせ
○おはなしの時間

　（※ 「おはなし会」 から名前が変わりました。）

　乳児向け　6/4（日）午後 2 時 30 分～

　3 歳から　　6/10（土）・6/24（土）午後 2 時 30 分～

○イベント

　わきゃ島塾　「郷土の成り立ち」

　【日時】 6/17（土）午後２時～午後３時 30 分

　【場所】 町生涯学習センター２階研修室

徳之島町立図書館　☎ 0997-82-1239

《図書館開館時間》火～金曜日：午前 10 時～午後７時
　　　 土・日・祝日：午前９時 30 分～午後５時

《６月の返却ポスト回収予定日》

　【阿田野平住宅】 ３日（土）　、 27 日（火）
　【花徳支所】 ２日（金）、24 日（土）
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マ
タ
ニ
テ
ィ
ク
ラ
ス
の
ご
案
内

母
子
手
帳
交
付
・
歯
科
相
談

【
日
に
ち
】
6
月
12
日
（
月
）

【
時　

間
】
10
時
～
12
時

【
場　

所
】
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
前
の
週
の
金
曜
日
ま
で
に
電
話

　

で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

＊
母
子
健
康
手
帳
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

【
受
付
時
間
】
14
時
～
14
時
30
分

【
対
象
者
】

妊
婦
さ
ん
、
幼
児
、
一
般
の
方
、

３
ヶ
月
以
上
歯
科
健
診
・
フ
ッ
化
物

塗
布
を
受
け
て
い
な
い
お
子
さ
ん

【
受
付
時
間
】
13
時
30
分
～

【
日
に
ち
】
６
月
15
日
（
木
）

【
場　

所
】
保
健
セ
ン
タ
ー

○
歯
科
相
談

○
母
子
手
帳
交
付

※
37
・
５
度
以
上
の
発
熱
、
風
邪
症
状
の

あ
る
方
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

・
マ
マ
と
パ
パ
で
考
え
る
赤
ち
ゃ
ん
の
暮
ら
し

　

　
（※
マ
マ
だ
け
の
参
加
で
も
Ｏ
Ｋ
で
す
！
）

・
沐
浴
体
験

・
育
児
中
マ
マ
と
の
交
流
会

　
（※
希
望
に
応
じ
て
、
パ
パ
の
妊
婦
体
験
も

　
　
で
き
ま
す
！
）

令和５年度婦人科検診（子宮がん・乳がん検診）

日　　程 時　　間 会　　場

６/30 （金）
８ ： 30 ～ 10 ： 00 山公民館

13 ： 30 ～ 14 ： 30 井之川公民館

７/ １ （土）

～７/ ４ （火）

８ ： 30 ～ 10 ： 00 徳之島町
保健センター12 ： 30 ～ 14 ： 00

７/ ５ （水）
８ ： 30 ～ 10 ： 00 花徳生活館

（前川）12 ： 30 ～ 14 ： 00

◇
子
宮
頸
が
ん
は
20
代
～
30
代
で
増
加
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
早
期
の
う
ち
は
自
覚

症
状
が
な
い
た
め
、
20
歳
に
な
っ
た
ら

定
期
的
な
検
診
が
大
切
で
す
。

◇
乳
が
ん
検
診
は
40
代
後
半
に
も
っ
と
も

多
く
発
生
し
、
女
性
に
で
き
る
が
ん
の

中
で
一
番
多
い
で
す
が
、
早
期
に
発
見

で
き
れ
ば
、
高
い
確
率
で
治
す
こ
と
が

で
き
る
が
ん
で
す
。

徳之島町保健センター　電話 ： 0997-83-3121

予
防
接
種
費
用
を
助
成
し
ま
す

お
た
ふ
く
か
ぜ

ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種

お
た
ふ
く
か
ぜ
と
は
、
ム
ン
プ
ス
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
に
よ
っ
て
起
こ
る
感
染

症
で
す
。
耳
下
腺
と
い
う
リ
ン
パ
節
が

腫
れ
る
こ
と
が
特
徴
で
、
悪
化
す
る
と

髄
膜
炎
（
ず
い
ま
く
え
ん
）
や
難
聴
を

引
き
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

予
防
接
種
は
１
歳
に
な
っ
た
ら
早
い

う
ち
に
済
ま
せ
、
２
回
目
を
小
学
校
に

上
が
る
前
の
年
に
受
け
ま
し
ょ
う
。

【
助
成
の
対
象
】

徳
之
島
町
内
に
住
所
の
あ
る
、

１
歳
～
７
歳
未
満
（
小
学
校
に

上
が
る
前
年
）
の
方
。

【
助
成
額
】
３
０
０
０
円

※
助
成
は
お
ひ
と
り
１
回
限
り
で
、

　

差
額
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

【
助
成
を
受
け
る
に
は
】

①
保
健
セ
ン
タ
ー
で
申
請
を
す
る

※
母
子
手
帳
と
印
鑑
が
必
要
で
す
。

②
助
成
券
付
き
予
診
票
を
持
参
し
、

か
か
り
つ
け
医
に
予
約
の
上
、

接
種
を
う
け
て
く
だ
さ
い
。

高
齢
者
肺
炎

球
菌
ワ
ク
チ
ン　

予
防
接
種

令
和
５
年
度
の
高
齢
者
肺

炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
定
期
接

種
の
対
象
者
は
、
今
年
度
、

65
・
70
・
75
・
80
・
85
・

90
・
100
歳
に
な
ら
れ
る
、
こ

れ
ま
で
に
接
種
歴
が
な
い
方

で
す
。

対
象
の
方
に
は
紫
色
の
問

診
票
を
送
付
し
ま
す
。

問
診
票
が
届
い
た
ら
早
め

に
接
種
を
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

対
象
外
の
方
で
も
、
接
種

歴
が
な
い
方
は
任
意
接
種
が

可
能
で
す
。

接
種
歴
が
わ
か
ら
な
い
場

合
は
保
健
セ
ン
タ
ー
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
象
の
方
に
問
診
表
を

お
送
り
し
て
い
ま
す

※
令
和
５
年
度
以
外
の
予
診

票
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※上記の日程で受けられない方は、 天城町 ・ 伊仙町の日程で

も受けられます。詳しくはお手元に届く受診票をご覧ください。

受診票が届いていない方は保健センターへご連絡ください。
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氏
　
名 

年
齢 

 

住
　
所

池
田
サ
ツ
ヱ
　
95
　
母
　
間

平
山
　
友
市
　
72
　
亀
　
津

永
濵
　
　
均
　
67
　
亀
　
津

田
袋
　
良
仁
　
90
　
母
　
間

嶺
田
ヤ
ス
ヱ
　
98
　
亀
　
津

太
利
テ
ツ
子
　
89
　
花
　
徳

元
山
　
武
男
　
81
　
諸
　
田

中
村
　
敏
久
　
74
　
花
　
徳

宮
上
　
秋
義
　
71
　
諸
　
田

牧
　
　
カ
ナ
　
106
　
亀
　
津

尚
　
　
俊
哉
　
86
　
母
　
間

内
山
　
昭
生
　
81
　
花
　
徳

永
田
タ
カ
子
　
87
　
諸
　
田

池
田
　
サ
ダ
　
92
　
亀
　
津

平
口
　
　
厳
　
65
　
母
　
間

福
山
　
レ
イ
　
94
　
手
　
々

田
原
　
行
秀
　
89
　
亀
　
津

◇
４
月
届
出
分
の
う
ち
、
広
報
紙
に
掲

載
可
の
方
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。

◆
謹
ん
で
ご
冥
福
を

 

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

徳之島町の現勢

面積 104.92 ㎞2

人口 　9,742 人

 男 4,809 人

 女 4,933 人

世帯数 4,653 戸

　

（+138）

（+83）

（+55）

（+104）

（括弧内は先月との比較）

令和５年５月１日現在
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■対象者

【お問い合わせ】 徳之島町保健センター☎　０９９７-83-3121

・ 徳之島徳洲会病院 ☎ 0997-83-1100　　 ・ 宮上病院 ☎０９９７-82-0002

・ いなだ整形 ・ 内科クリニック ☎０９９７-83-3800　　 ・ 徳之島診療所 ☎０９９７-83-2131

・ 伊仙クリニック ☎０９９７-86-3030　　 ・ あまぎユイの里医療センター ☎０９９７-85-3080

・ 天城診療所 ☎０９９７-85-3315　

・ 65 歳以上の高齢者

・ 基礎疾患を有する方 （5 歳～ 64 歳）

・ 医療機関や高齢者施設、 障がい者施設等の従事者

■接種期間と回数

■個別接種を実施している医療機関で接種が可能です。 各医療機関へお問い合わせください。

・ 令和 5 年 5 月 8 日～ 8 月 31 日までの期間中 1 回

■接種間隔

・ 前回の接種から 3 カ月以上経過

■接種券付予診票 （※ピンク色の用紙です）

・ 春夏開始の接種券付予診票はピンク色の用紙です。 白色の予診票はご利用いただけません

のでご注意ください。

・ 65 歳以上の高齢者で初回接種 （1、 2 回目） を完了している方には町保健センターより、

順次発送いたします。 接種券付予診票が届かない方はお問い合わせください。

・ 5歳以上64歳以下の基礎疾患を有する方については、町保健センターにて申請が必要です。

令和５年新型コロナワクチン春夏接種開始のお知らせ


